
外出自粛を余儀なくされる中、華雪氏が書いた「山」

の字。隅に、“雨”とメモ書きが添えてありました。こ

れを書いた日、東京は秋雨が続いていたそうです。 

豊子の生家付近から望む「雨呼山」。豊子が毎日

窓から眺めていたこの山を、華雪氏がいろいろな

想いも含め、文字にしています。（撮影：華雪） 

開催記念オリ

ジナル手刷り

ポスター。 

 

Vol．47 

まなびあテラスからの 

お知らせを毎月 

おとどけします 

10 月

展覧会「テヲ フル〓〓ワシテ カイテユク 赤塚豊子と華雪」 

展
覧
会
「
テ
ヲ 

フ
ル
〓
〓
ワ
シ
テ 

カ

イ
テ
ユ
ク 

赤
塚
豊
子
と
華
雪
」
を
9
月
12

日
（
土
）
か
ら
特
別
展
示
室
に
て
開
催
し
て
い

ま
す
。 

一
九
七
二
年
に
25
歳
で
夭
折
し
た
山
形
県

天
童
市
の
詩
人
・
赤
塚
豊
子
。
本
展
で
は
、
書

家
の
華
雪
が
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
豊
子
ゆ
か

り
の
土
地
を
訪
ね
、
そ
の
遺
稿
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
ま
す
。 

本
来
な
ら
開
幕
初
日
に
実
施
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
、
華
雪
氏
に
よ
る
公
開
制
作
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た

め
、
来
館
す
る
事
が
叶
わ
ず
、
残
念
な
が
ら
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京

在
住
の
華
雪
氏
よ
り
、
封
書
で
届
け
ら
れ
る

「
山
」
の
一
文
字
を
順
次
会
場
に
張
り
出
し

て
い
く
、
と
い
う
新
た
な
作
品
が
公
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
期
中
、
4
日
に

1
点
の
ペ
ー
ス
で
作
品
が
届
け
ら
れ
ま
す
。 

「
豊
子
さ
ん
に
と
っ
て
、
毎
日
眺
め
た
山

の
存
在
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
―
」

自
室
か
ら
見
え
る
「
雨
呼
山
」（
ア
マ
ヨ
バ
リ

ヤ
マ
）
を
日
々
眺
め
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
行

く
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
豊
子
に
想
い
を
巡

ら
せ
、〈
景
色
〉
を
、
文
字
で
書
き
留
め
て
封

書
で
送
る
…
。
華
雪
氏
の
新
た
な
作
品
は
、
情

報
が
目
ま
ぐ
る
し
く
行
き
か
う
忙
し
い
日
々

を
過
ご
す
私
た
ち
に
、
ふ
と
何
か
を
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 
 

書籍『テヲ フル〓〓ワシテ 

カイテユク』 2,300 円（税込） 

赤塚 豊子 （あかつか とよこ） 

1947 年、天童市貫津生まれ。生後 1年で小

児麻痺（ポリオ）に罹り手足の自由を失い、

発声機能にも麻痺が残る。18 歳ころから家

族に聞き書きしてもらい詩を書きはじめ、

22 歳のときカナタイプライターを得て、自

分の力で詩作を始める。25 歳で亡くなるま

で 66 編の詩を書いた。死後、『アカツカト

ヨコ詩集』（1973 年／蒼群社）等様々な書

籍にてその詩が紹介される。 

観覧の際は、すべての方の

ご署名とご連絡先を総合案

内カウンターに提出してい

ただきます。ご協力をお願

いいたします。 

 

●展覧会「テヲ フル〓〓ワシテ カイテユク  

赤塚豊子と華雪」 

会    場：まなびあテラス 特別展示室 

会    期：開催中～11月 8 日（日） 

休 館 日：10 月 12日（月）、26 日（月） 

開館時間：9:00～18:00／入場無料 

【感染症拡大防止対策】 

書／華雪 詩／赤塚豊子  

企画・編集／宮本武典（まなびあ

テラス芸術監督） 

発行／まなびあテラス 

1975 年、京都府生まれ。書家。立命

館大学文学部哲学科心理学専攻卒

業。92 年より個展を中心に活動。文

字の成り立ちを綿密にリサーチし、

現代の事象との交錯を漢字一文字と

して表現する作品づくりに取り組む

ほか、〈文字を使った表現の可能性を

探る〉ことを主題に、国内外でワー

クショップを開催する。 

華 雪 （かせつ） 

赤
塚
豊
子
の
詩
「
テ
ガ
ミ
」
の

全
三
〇
九
字
を
、
書
家
・
華
雪
が

一
頁
に
一
文
字
ず
つ
書
い
て
編
ん

だ
本
を
、
本
展
に
あ
わ
せ
て
刊
行

し
、
当
館
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
会
場
内
に
も
展
示
さ
れ
て

い
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ー
ト
ポ
ス

タ
ー
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
（
会

期
中
の
み
、
10
枚
限
定
）。 

メ
デ
ィ
ア
＆
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

販
売
再
開 

 

こ
れ
ら
の
販
売
に
合
わ
せ
ま
し

て
、
4
月
以
降
休
止
し
て
い
ま
し

た
、
館
内
の
メ
デ
ィ
ア
＆
ア
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
再
開
し
ま
し
た
。
ま

な
び
あ
テ
ラ
ス
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入

り
の
グ
ッ
ズ
や
、
過
去
の
展
覧
会

の
書
籍
な
ど
、
来
館
の
記
念
に
ぜ

ひ
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
削

減
の
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
無
料
で
お
渡
し
し
て
お
り
ま
し

た
レ
ジ
袋
を
有
料
化
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
は
一
枚
10
円
（
税
込
）

で
の
販
売
と
な
り
ま
す
。
各
種
商

品
を
お
買
い
求
め
の
際
は
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
中
央
総
合
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
へ
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。 



むずかしい作業もみんなで 

やれば上手にできますね。 

  

図書館 

幅広い年齢の方にご利

用いただける、自由な賑

わいのある図書館です。 

『わさびの日本史』 
  

山根 京子/著 文一総合出版 657.8 ﾔ 

一般書 

和
食
に
欠
か
せ
な
い
存
在

の
わ
さ
び
。
わ
さ
び
の
研
究

を
行
う
著
者
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解

析
に
よ
っ
て
わ
さ
び
が
日
本

固
有
の
野
生
植
物
で
あ
る
と

明
ら
か
に
し
た
。
一
体
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
栽
培
植
物
に

な
っ
た
の
か
、
史
実
や
記
録

か
ら
検
証
す
る
。 

『俳句ステップ!』 
  

おおぎやなぎ ちか/作 イシヤマ アズサ/絵 

佼成出版社 KF ｵｵ 

児童書 

「
さ
る
山
の
さ
る
に
と

ら
れ
た
春
ぼ
う
し
」
市
の
俳

句
大
会
で
大
賞
を
受
賞
し

た
作
品
は
七
実
が
書
い
た

も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
受

賞
者
の
名
前
は
七
実
で
は

な
く
同
じ
ク
ラ
ス
の
早
知

恵
で
…
。
俳
句
入
門
に
ぴ
っ

た
り
の
物
語
で
す
。 

・・・今
月
の
新
刊
案
内
・・・ 

★ 4(日) 10:30 図書館スタッフ         

★ 8(木) 10:30 図書館サポーター・ひこうき雲 

★11(日) 10:30 一般サポーター・図書館スタッフ 

★18(日) 10:30 図書館スタッフ 

★22(木) 10:30 図書館サポーター・ひこうき雲 

★25(日) 10:30 一般サポーター・図書館スタッフ 

10・11 月のイベント 

ＰＯＰコンクール 

11/1（日） 10:00～15:00（30 分ごとの入替制） 
場 所：まなびあテラス 市民ギャラリー 
対 象：どなたでも 
定 員：整理券をお持ちの方（120 名） 
整理券配布開始日：10/20（火）9:00～ 
●図書館カウンターにて直接配布 
（無くなり次第終了）。 

●「雑誌けるず」の会場に入場 
するには、整理券が必要です。 

 

ＰＯＰ（ポップ）とは本の紹介カードの事です。 
あなたが「面白い」「感動した」本をＰＯＰで
紹介してみませんか。 

※おはなし会・イベントに参加される際は、必ず
マスクの装着をお願いします。 

 

参加方法：専用の応募用紙に必要事項を記入。 

図書館内の応募箱に入れてください。 

対象の本：東根市図書館に所蔵している本 

募集期間：10/1（木）～10/25（日） 

応募しよう！ 

投票しよう！ 

応募いただいた方のＰＯＰを館内に展示します。

みなさんの投票で入賞作品が決まります。 

募集期間：10/27（火）～11/1（日）（どなたでも） 

雑誌けるず 

図書館で役目を終えた雑誌を、利用者の皆様に
提供いたします。 

当館では図書館出入口脇に「書籍除
菌機」を設置しています。 
書籍除菌機は初めての方でも簡単に
使うことができます。 
図書館の本を安心してお読みいただ
くため、ぜひご利用ください。 
使用方法が分からない場合はスタッ
フにお尋ねください。 

※書籍除菌機とは、紫外線による除
菌と送風によるホコリなどの除
去を行う機械です。 

図書館を便利に使いましょう 

「書籍除菌機」 

図書館イベント報告 
9/13（日）『 こどものための本箱づくり 』 

「木工房エヌ・ワークス」の芦
野直之氏を講師に迎え、お父さん
やお母さんが子どものために本
箱を作りました。子どもはそのお
手伝いです。丁寧な指導のもと、
木を切るところから始まり、３時
間かけて、本箱・椅子・踏み台の
３役を兼ねた便利で素敵な〈本
箱〉ができあがりました。 



講
師
に
東
北
芸
術
工
科
大
学
版
画
コ
ー

ス
教
授
の
若
月
公
平
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
初
め
て
の
銅
版
画
」
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
季
節
の
植
物
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
に
、
絵
は
が
き
を
制
作
し
ま
し
た
。 

専
門
の
道
具
や
多
く
の
薬
剤
を
用
い
る

た
め
、
な
か
な
か
体
験
す
る
チ
ャ
ン
ス
の

少
な
い
銅
版
画
制
作
。
制
作
工
程
も
複
雑

な
も
の
で
し
た
が
、
一
枚
目
、
二
枚
目
、
と

刷
り
上
が
り
の
具
合
を
見
な
が
ら
、
銅
板

に
更
に
加
筆
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
も

銅
版
画
の
面
白
い
と
こ
ろ
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
先
生
の
説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
に

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
制
作
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
青
木
亮
太
氏

（
朝
日
町
在
住
）
を
講
師
に
迎
え
、
親
子
向
け

の
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
先
生
の
作
例
を
見
な
が
ら
デ

ザ
イ
ン
の
コ
ツ
を
学
ん
だ
後
、
自
分
を
表
す
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ゴ
・
マ
ー
ク
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。「
わ
た
し
」
を
表
す
た
め
の
情
報
を
親
子

で
話
し
合
い
な
が
ら
集
め
、
記
号
や
イ
ラ
ス
ト

で
シ
ン
プ
ル
に
表
現
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
て
も

集
中
し
て
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
、
悩
ん
で
手

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
先
生
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
自
分
の
「
し
る

し
」
を
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
は
印
刷

し
て
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

12
月
12
日
（
土
）
か
ら
、
２
０
２
１
年

1
月
31
日
（
日
）
に
か
け
て
、「
令
和
元
・

2
年
度
市
町
村
立
美
術
館
活
性
化
事
業 

瀬
戸
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
瀬
戸
市
美
術
館

所
蔵 

瀬
戸
焼 

受
け
継
が
れ
る
千
年
の

技
と
美
」
を
特
別
展
示
室
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

こ
の
展
覧
会
は
、
一
般
財
団
法
人
地
域

創
造
に
よ
る
、「
市
町
村
立
美
術
館
活
性
化

事
業
第
20
回
共
同
巡
回
展
」
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
岐
阜
県
羽
島
市
を
皮
切
り

に
、
三
重
県
四
日
市
市
、
山
形
県
東
根
市
、

北
海
道
江
別
市
を
巡
回
し
ま
す
。 

現
在
は
岐
阜
県
羽
島
市
で
開
催
中
（
9

月
5
日
～
10
月
18
日
）
。
羽
島
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
巡
回
展
の
各
種
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
「
第
20
回
共
同
巡
回
展 

瀬
戸
焼 

受

け
継
が
れ
る
千
年
の
技
と
美
」
で
も
様
々

な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

銅板に彫った溝の中にインク

を刷り込んでいく作業の様子。 

完成した作品を持ってみんなで

記念撮影。 

◆
「
瀬
戸
焼 

受
け
継
が
れ
る
千
年
の

技
と
美
」
展 

会
場
：
特
別
展
示
室 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ 

会
期
：
12
月
12
日
（
土
）
～ 

２
０
２
１
年
1
月
31
日
（
日
） 

※羽島会場のチラシ

です。 

人それぞれの「しるし」が完成！ 

印刷用紙の裁断もやってみたよ！ 

 

市民活動支援 

センター 

市民活動支援センターは、さまざま

な分野で活動している人たち、これ

から活動したいという人たちを支

援する拠点施設です。 

団体登録していただくと各種特典

があります。詳しくは総合案内まで

お問い合わせください。 

二つの展示スペースとア

トリエを会場に、古今東西

のさまざまな美をご紹介

します。 

美術館 

9/20 初めての銅版画  

季節の絵はがきをつくろう 

9/26 わたしのしるし 

日 時：10/11(日) 13:30～15:30 
会 場：まなびあテラス 講座室 
対 象：小学生以上の方 
定 員：10 名（申込先着順） 
参加費：1,500 円/大人（高校生以上） 

500 円/子ども（中学生まで） 
講 師：小関里美氏（アトリエ marron） 

※状況により中止する場合がございます。また、ワークショップ中の

様子を写真・動画で撮影し、広報等に使用する場合があります。 

10 月のイベント 

 「りんごの量感画」

 

日 時：10/31(土) 
➀9:30～12:00 ②13:30～16:00 

会 場：まなびあ公園（雨天時は講座室） 
定 員：各回親子ペア 10 組（申込先着順） 
対 象：満 4歳～15 歳までの方と、その保護者

（子と保護者１名ずつ／２名で１組） 
参加費：1,000 円/1 組（お子様追加 500 円/人） 
持ち物：タオル、汚れてもよい服装など 
講 師：山口裕子氏（日本画家） 

 

「みんなで大きな絵をかこう」 
～いのちを感じてヤギを描く～

 

電話（0237-53-0230）もしくは 
総合案内カウンターへ直接。 

 

各申込 
 

「2020 年度サポーター説明会・交流会」

 日 時：10/25(日) 14:00～16:30 
会 場：まなびあテラス 講座室 
対 象：まなびあテラスサポーター 
 

●各イベントの詳細は館内のチラシ、または
ホームページをご覧ください。 

※サポーターの方のみが参
加できます。 
今年度のサポーターの募
集は終了しています。 



【重要】※新型コロナウイルス感染拡大防止への対応について（おしらせ） 

 

 

【期間】10 月 1 日（木）～ 10 月 31 日（土） 
【対応】●図書館…貸出、返却、予約、本の検索可能。 

学習室、インターネットコーナー、視聴覚コーナー、閲覧席、 
ブラウジングコーナー、利用可能（それぞれ一部制限有）。 

●美術館…通常開館。市民ギャラリーの一般利用可能（条件有）。 
●市民活動支援センター…貸館、プリント工房利用可能（条件有）。 

休館日 

10 月 12 日（月） 

26 日（月） 

[図書館]  TEL：０２３７-５３-０２２７  FAX：０２３７-４２-１２９５ 

[美術館]  TEL：０２３７-５３-０２２９  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

[市民活動支援センター] TEL：０２３７-５３-０２３０  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

東根市公益文化施設 

〒９９９-３７３０ 山形県東根市中央南 1丁目７-３ 

TEL：０２３７-５３-０２２３（代表） 
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【美術館】 
展覧会「テヲ フル〓〓ワシテ カイテユク 赤塚豊子と華雪」 
会期：開催中～11月 8日（日） 
※入場に際して検温、署名カードへの記入、人数制限等諸条件がございます。 
詳しくは美術館内掲示・ホームページをご覧ください。 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、まなびあテラスでは引き続き以下の通りの対応を実施いたします。
ご利用者の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

※10 月 31 日以降につきましても、感染症拡大の状況により、上記を継続する場合もございます。 

引き続き、10月 1日以降も、下記の利用はできません。 
●図書館：おはなしのへや 
●エントランスホール（ロッカー前のみベンチを設置） 

【図書館】 
学習室…入室記録の個人情報は、利用日から 2か月間保管します。官公庁からの要請等で 

当該情報を利用する場合があります。その目的外で使用することはありません。 
入替制とし、一日一人一回のみの利用となります。 
■月曜日～土曜日 [午前]10:00～14:00 [午後]15:00～19:00 
■日曜日～祝祭日 [午前]10:00～13:30 [午後]14:30～18:00 
※入場可能人数を、学習室 1を最大 20名、学習室 2を 5名までとします（予約・延長不可）。 
※マスクの着用をお願いいたします。 

おはなし会…会場を従来の「おはなしのへや」から、図書館内相談カウンター前へ変更しました。 

【講座室・アトリエ】 
講座室の利用可能人数を、講座室Ａを最大 17 名、Ｂを 6 名まで、アトリエは 5 名までとします（ＡＢ利用
の場合は 23 名まで）。 
貸館利用には、「施設利用に関するチェックリスト※」で順守事項及び利用条件を確認し、条件を満たさな
い場合はご利用できません。 
ホームページからダウンロード可能→※施設利用に関するチェックリスト（PDF） 
利用申請について、貸出料金徴収を当日払いとします。利用申請を窓口だけでなく、E-mail や FAX でも対応
可能とします（電話予約不可）。 
利用時間は、1 団体につき最大 2 時間まで。前後に１時間の除菌清拭・換気時間を設けます。利用は 21:00
までとします。 

開館時間 

【図書館】  ９：００～２０：００（平日）／９：００～１９：００（日祝） 

【美術館】  特別展示室・市民ギャラリー ９：００～１８：００  アトリエ ９：００～２１：３０ 

【市民活動支援センター】 ９：００～２１：３０ 

ブーランジェリー・カフェ「オイッティ･マルシャン」 ９：００～２１：３０（Ｌ.Ｏ.２１：００） 

【まなびあテラス主催の各事業】 
参加者氏名・電話番号について、学習室利用条件に準拠して行います。 
小人数開催とし、座席の感覚を空けるなど密集防止の会場作りを行います。 
手指消毒液を設置する他、定期的に除菌清拭・換気を行います。 


